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事例から学ぶ

➡この他にも薬剤師が必要な説明を行わなかった事例が報告されています。

■事例の詳細
便秘の患者に、以前から大建中湯エキス顆粒1回2包1日3回が処方されていたが、
症状が改善しないため、大黄甘草湯エキス顆粒1回1包1日3回に変更になった。薬剤
師は処方通りに薬剤を交付した。その後、患者が来局したが、想定より早い来局で
あったため、状況を確認したところ、大黄甘草湯エキス顆粒を1回に2包ずつ服用し
ていたことがわかった。

■背景・要因
薬剤師は、大黄甘草湯エキス顆粒は以前にも患者に処方されたことがあったため、
患者が用法・用量を覚えているだろうと考え、薬剤の変更のみ説明し用法・用量の
説明を行わなかった。患者は、大建中湯エキス顆粒と同様に大黄甘草湯エキス顆粒を
1回2包服用すると思い込んだ。

■薬局から報告された改善策
薬剤が変更になった際は、服用歴がある薬剤であっても、薬効や服用方法など、服薬
に関する必要な情報を患者に説明する。

【薬剤師が必要な説明を行わなかった事例：用法・用量】

交付時の説明に関する事例

【薬剤の変更】
◆ イミダフェナシンOD錠「YD」を服用している患者が来局した。イミダフェナシンOD錠
「YD」の薬剤は流通が不安定で在庫がなく、イミダフェナシンOD錠「トーワ」へ変更
して調剤した。交付時に口頭で薬剤の製造販売業者が変更になることを伝えたが、錠剤
の色が変わることを説明しなかった。錠剤の色が白からピンクに変わったことで、患者
は別の薬剤が交付されたのではないかと不安になり、薬剤を服用しなかった。

【デバイスの使用方法】
◆ビレーズトリエアロスフィア120吸入を使用中の患者が来局し、吸入器のボタンが押せな
くなったと伝えられた。製薬企業に問い合わせたところ、アクチュエーターの洗浄を
週１回行う必要があること、中途半端にボタンを押すと霧の勢いが弱くなり、詰まる原因
になりやすいことがわかった。薬剤師はこれらの注意事項を知らず、ビレーズトリエア
ロスフィア120吸入を交付する際に、患者に説明していなかった。アクチュエーターを
洗浄したところ、薬剤が霧状に噴出され、吸入可能になった。
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ポイント
●薬剤が初めて処方された際だけでなく、久しぶりに処方された際や継続している薬剤の
規格などが変更して処方された際、薬局で薬剤を変更して調剤した際は、患者が正し
く服用できるよう交付時に必要な説明をすることが重要である。

●薬剤師は、薬剤に関する知識を深めておくことが前提であるが、交付時に薬剤の説明
に不安がある場合は、添付文書などの薬剤情報の確認を行うことが重要である。

●患者に必要な説明を正しく行えるように、交付前に薬剤服用歴を確認する手順を定め、
遵守することが必要である。

➡薬剤師が誤った説明を行った事例も報告されています。

【効能・効果】
◆ 患者は心身症による動悸があり、ソラナックス0.4mg錠　1回1錠1日3回毎食後が処方
された。薬剤を交付した薬剤師Aは、寝つきをよくする薬剤であると説明した。説明を
聞いていた薬剤師Bが、心身症における身体症状に対して服用する薬剤であることを
説明し直した。

【使用部位】
◆ 患者にジクトルテープ75mgが初めて処方された。患者から、太腿に放射線照射する
予定があるが太腿に貼ってよいか質問があり、貼付可能と回答した。交付後に添付文書
を確認したところ、実際は放射線照射部位を避けて貼付する必要があることがわかった。
翌日患者家族に電話し、放射線照射部位を避けて貼付することを説明した。




